






で，本稿では『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』を取り上げて更なる
オルテガ理論の内奥へ分け入りたいと思う。本『覚え書き』でも，これまでと
同様に，フッサール（Edmund Fusserl）の学への心境を憧憬し，また F. ベー
コン（Feancis Bacon）が説く 3 つのイドラ（Idora Tribus）やスピノザ（B. D. 
Spinoza）の第一種認識様式（primi generis cognitio）を念頭におくとともに，I. 
ウオーラーステイン（Immanuel Wallerstein）が主張する ”unthinking” を座右
の銘とした（2）。諸碩学の見解に囚われた写しや幼稚で萎縮した独断的オルテガ
解釈に陥らないように心がけたい為である。
　ところで，この作品は，「前書き」73（3）と 1. 世代の概念（La Idea de las 
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　２　未来の予見（La prevision del futuro）























（descendiésemos al propio corazón）して私的な偏見（prejuicio）や願望（deseo）
の一切を排除し，我々に本質的な欲求と傾向を生の一類型に凝集するのを見届
けるまで延長してゆくだけで充分であろう（9）。世代の固有の運命に遅れないよ








































粋理性（la pura intelección o razón）とは他の何者にも係わり合わず，自己自身
の内的規範（normas internas）を拠り所にしてのみ導かれるところの我々の思
考に他ならない（15）。正に，デカルト的感性（sensibilidad）にあっては，真の
世界は量的であり，幾何学的であって（el verdadero mundo es el cuantitativo, el 
geométrico），他の世界即ち五感を通した自然的な直接経験の質的生の世界は
仮象的なものと見なされる（16）。そこでは，伝統的政治制度の如きは愚鈍で不












　 斯 く し て， 理 性 を 守 っ て 生 を 滅 ぼ す 合 理 的 絶 対 主 義（el absolutismo 
racionalista que salva la razón y nulifica la vida）も，生を守って理性を捨てる相
対主義（el relativismo, que salva la vida evaporando la razón.）も，どちらも是認











という現象，意志作用（la voluntad），美的感情や宗教的情緒（el sentimento 













































生なき文化は存在しないし，生命性なき精神性は存在しない（No hay cultura 
sin vida, no hay espiritualidad sin vitalidad）という見解を明らかにしている。オ
ルテガにあては，精神的なものは非精神的なもの以下の生でも以上の生でもな
いのである。































































































人は意見（δ ó ξα ）にすぎない自然自発的な信念を抑圧し，代わりに真の認識
（ έ π ι σ τ ή μ η ）たる純粋理性の思想を採用すべきである。同様に実践的行動（la 
conducta práctica）においても，理性的命法に從順であるように生得の願望や





























































































考察すること，即ち「文化の為の生（la vida para la cultura）」という古い主張



















生は，それを通して他の事物を見ることのできる透明な水晶，媒体 （el cristal, 
medio transparente）の如きものである。水晶を知覚する為には，透明体の背















































































精神，そのスポーツ的態度は，不朽の生命美（una gracia vital inmarcesible）を持っ
ている（36）。しかしそうはいっても，今日の政治的原理がこの意義と価値を失っ
てしまったということではない。自由は以前優れた概念である。但しそれは，






































た篩や網 （un cidazo o retícula） の様に物を選択するが，その形を歪めたりはし
ないと定義している。この主観の機能は，実在が無造作に自己を通過するのを















の構成要素の一つである（uno de los componentes de la realidad ）といってよい。
オルテガにとって，どの視点から見ても，常に同一の像に成るような実在は








































































































故，ヨーロッパ人が「文化の没落（fracaso de la cultura）」と呼ぶ精神状態言い

































































































緒に対する相対主義と理性主義，第 5 工程では人間の生現象，第 6 工程は東西
思想に於ける生意識の比較，第 8 工程での生が有する内在的価値体系，工程第
9 は価値体系と生の方向喪失といった西欧の危機，第 10 工程は生ける生存者
たる認識主観と機能といった作業，といった視点からの投射による文化主義と
生命主義についての省察と推定し得るのである。第 2 に，工程第 6 ～第 9 より，
生の理性と史観に関するオルテガ省察の一端が提示されているものとみてとれ






的思惟方法（3），スピノザの永遠の相の下に（sub quadam specie aeternitatis）於
ける認識，数は「普遍的な言語」と説いたライプニッツ（4），純粋理性の原理
に基づいて人間を模索したカント，或いは人間や作品の発展を自然科学の見地






















を救わなければ，私自身を救わないことになる（yo soy yo y mi circunstancia, y 
si no la salvo a ella no me salvo yo）」（7）とのテーゼが生きることになるのである。
　Ⅳ エピローグ









































程 5），ソクラテス（工程 9, 10 含む），ニーチェ（工程 8 含む）或いはルソー（工









　本『覚え書き』における主要文献として，Obras de Jose Ortega y Gasset, 
Colección en. Por Paulino Garagorri, Revista de Occidente en Alianza Editoral, 
1987. を用いた（以後，Colección 16. と略記する）。
　Ⅰ プロローグ
　（ 1 ）　 拙著『覚え書き』（1）～（3），国士舘大学政治研究所，国士舘大学政経学部付
属研究所，平成 22，23，24 年。
　（ 2 ）　 この点については，拙著『覚え書き』（1），169-170 ページ，『同』（3），194 ペー
ジで触れているのでここでの詳述を省く。
　（ 3 ）　 各項目につけた数字は Colección 16. のページ数である。  
　（ 4 ）　 それ は，1. El Ocaso de las revoluciones. Epílogo sobre el alma desilusionada., 2. 
El sentido Histórico de la teoría de Einstein. であるが，白水社版では「生・理性」
の概念及びその哲学の基本を把握する上で，重要様な資料として ”Ni vitalismo 
ni Racionalismo” を掲げている。Colección 16.でも同 3点を加えている。なお，「付
録」についての吟味は意識的に別の機会に行うことにする。
　（ 5 ）　 例えば，池島重信訳『現代の課題』法制出版局 1968 年や井上 正訳『オルテガ
著作集』Ⅰ，白水社 1979 年である。
　Ⅱ 『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』の内容鳥瞰
　（ 1 ）　 ”La idea de que todo influye en todo, de que todo depende de todo, es una vaga 
ponderación mística que debe repugnar a quien desee resueltamente ver claro.”
（Colección 16, p.77）とも述べている。
　（ 2 ）　 この視点は，次の第二項目における一つの未来の徴候の発見を可能ならしめる客
観的手続きに拘わってくる。永らく続く（オルテガは 20 年とする）最も顕著な副
次活動で明示された特徴は，基礎的活動の前兆を示し始め，歴史的有機的全ての
機能に影響を及ぼしているといえる。Colección 16, p. 80.
　（ 3 ）　 オルテガ独特のエリート理論を彷彿させるが，問題意識の次元から，この点に
ついては別の機会に詳述することにする。
　（ 4 ）　 一世代 の圏内 に 於 い て 重 要 な の は， 選 良 者 達 と 凡 庸 者 達（los individuos 
selectos y los vulgares）との間に絶えず存する隔たりである。しかしここで
は，あらゆる個人に同一の出発点，共通線（una línea común）があることを
前提にしている。この共通線は，地形学における海水面（el nivel der mar en 
topografía）に当たるものだ。Colección 16, p. 79.
　（ 5 ）　 何の断 りもな し に 1890 年頃には成熟 に 達 し て い た も の と 既 述 し て い る。
Colección 16, p. 84.
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　（ 6 ）　 我々の時代の使命は，自由主義や保守主義に成ることではなく，そうした対立
を度外視することである。Colección 16, p. 84.
　（ 7 ）　 それ故，歴史学なる科学が可能なのである。Colección 16, p. 86.
　（ 8 ）　 この見解に注をもうけて，歴史的生をその外部から観賞することによって予言
論を立てる Oswald Spengler『歴史的予言』とは異なる見解であることを注意し
ている。Colección 16, p. 87.
　（ 9 ）　 この後に続けて現在において未来の徴候の発見を可能ならしめる別の客観的手
続きが存在すると論じてもいる。（Colección 16, p. 88.）。尚，第一項目注 2）を
も参照せよ。
　（10）　 フィヒテ『現代の特徴』1806（Die Grundzüge des gegenwärtigen Zeitalters, 1806. 
J. G. Fichte, Gesamtausgabe der Bayerischen Akademie der Wissenschaften, 
Firiedrich Fromann Verlag.）は似通った図式を試みていると指摘している。




　（12）　 これをデ カルト は「 理 性 」 と 呼 び， カ ン ト は「 理 性 的 存 在 」 と 呼 ん だ。





来るべき輪郭を描いて見ることができる。Colección 16, p. 93.
　（15）　 例えば，”…para la vista y la imaginación, un punto es la mancha más pequeña que 
de hecho podemos percibir（Colección 16, p.94.）” である。オルテガにあっては，




逆説が近代物理学の基礎になっている。Colección 16, p. 94.
　（17）　 オルテガは，これが革命を生み出す精神に他ならないと強調している。Colección 
16, p.96.
　（18）　 尚，ここで，憲法制定会議（La Asamblea Constituyente）について触れ，その
会議の態度は傲慢に思われると述べているが，この点についての詳述を意識的
に避ける。Colección 16, p. 96.
　（19）　 （付録の「革命の終焉」を参照されたい）。Colección 16, p. 96.
　（20）　 この規範を最高善，神への奉仕，最大多数の最大幸福等と考える。Colección 
16, p. 100.






なものである。（Colección 16, p. 103.）。この点，種種の認識原理の相互作用を










ができる。Colección 16, p. 109.
　（24）　 オルテガは，”la cultura desvitalizda es bizantimismo” と評価している。Colección 
16, p. 107.
　（25）　 現代を典型的に代表する人物として，ピオ・バローハ（Pío Baroja）を掲げている。
Colección 16, p. 107.
　（26）　 オルテガは ”moderna” に ”mal acuerdo” なる修飾語を付加している点に注意を
要する。Colección 16, p. 109. 
　（27）　 オルテガは，こうした点を理解する為に特に ”Franseologia y sinceridad en El 





が内在している点に注意を要する。Colección 16, pp. 112-113.
　（29）　 即ち，アジアの歴史はについて，”…En la historia del Asia nos parece siempre 
que asistimos al proceso vegetativo de una planta, de un ser inerte, sin resorte 
suficiente para combatir contra el Destino（Colección 16, p. 113）.” と述べている。
　（30）　 理性は彼以前にも存在していたが，一つの新しい宇宙であり完全にして卓越せ
るものであることに気づいていたのは正にソクラテスその人であった。オルテ
ガはここに Parménides と Heràclito を掲げている。Colección 16, p. 114.
　（31）　 インド人にみられるような，アジア的生は，生を捨て，無限の空の中へ沈入す
ること，自我意識を捨てることを願う。Colección 16, p. 122.
　（32）　 ここで は，Idea=Hegel, Primado de la Razón Pràctica=Kant, Fichte o 
Cultura=Cohen, Windelband, Rikert と捉えている。なお，オルテガは，文化と
生物的生を切断することから，有機体の大きな不幸をもたらし，大きな思想的




ことを強要するという見解に立っている。Colección 16, p. 128.
　（33）　 そこに両者の価値を見ているのである。
　（34）　 ここに，ゲーテは自分の全生活を要約し，”Cuanto más lo pienso, más evidente 
me parece que la vida existe simplemente para ser vivida.” と述べて旨を記してい
る。Colección 16, p. 133. 
　（35）　 ここでの説を敷衍する意味で，Eckhart の一節 ”Procede esto de que la vida vive 
de su propio fundo y mana de su mismidad. Por eso vive sin porqué, viviéndose sin 
más a sí misma” との一節を掲げている。Colección 16, p. 133. なお，この点につ
いては『エックハルト説教集』田島輝久編訳，岩波文庫 520，123-135 ページを
参照せよ。
　（36）　 この箇所 に，”La historia pública de los últimos ciento cincuenta años nació en el 





　（39）　 理性主義は本質的にその様なものである。Colección 16, p. 149. 
　（40）　 ここに， 注をも う け て，El EspectadorⅠ（1916）と El sentido Histórico de la 
Teoría de Einstein. を参照するように促している。Colección 16, p. 149.
　（41）　 即ち，”Lo que ellos interpretaban como límite del universo, tras el cual no 
habíanada más, era sólo la línea curva con que su perspectiva cerraba su paisaje
（Colección 16, p. 150.）” なのである。
　（42）　 この視点について，”Pero no porque posea un mirador fuera del área humana que 
le haga ver directamente la realidad universal, como si fuera un viejo racionalista.
（Colección 16, p. 151.）” という一説があることを提示しておく。
　Ⅲ 『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』の内容整理
　（ 1 ）　 Plato Apologia Socratis, Michitaro Tanaka Ed. Altera, 1974, pp. 9-10. 三木清『ソク
ラテス』岩波書店 81-88 ページ。
　（ 2 ）　 例えば，現世界は不完全な人間には見えない秩序で規定されているといった見解。
Ouvres de Saint Augustin 04., Desclee de Brouwer et Cie, Paris, 1939 （Northwestern University 
Library 所収）, 1947. S. Thomasaquinas,Opera Omina 2, summa Theologiae,Prima Pars, qu. 77, 
ar 1, Pater Robert Busa P. R., Itaria, 1980, p.295. 拙著『スピノザ思想の原画分析』6 ページ。
　（ 3 ）　 Recherche. p. 523. Meditationes, Medetatio Ⅱ, pp. 26-27. Responsio ad secundas 
Objectiones, p. 140. Discours de la Méthode, pp. 32-33（拙著『スピノザ思想の原
画分析』62 ページ。拙著『スピノザ思想の原画分析』121 ページ）。 
　（ 4 ）　 遠山　啓『数学入門』下，岩波新書 G5. 1989, p. 65.
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　（ 5 ）　 G. P. Gooch, History and Historians in Nineteenth Century, 1955. なお，例えば
Apendices I, El ocaso de las revoluciones（Colección 16, p. 176）にみるように，
オルテガ文献には H. A. テーヌ（Hippolyte Adolphe Taine）が主に批判の対象と
して度々登場する。
　（ 6 ）　Colección 17. pp. 11-12. 拙著『覚え書き』（1）172 ページ。
　（ 7 ）　 Colección 17, p. 25 拙著『覚え書き』（1）175 ページ。
　Ⅳ エピローグ






ものとの解釈が成り立つといってよかろう。Colección 17, pp. 20-23. 『覚え書き
（1）』174 ページ。
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